
r東洋紡績株式会社経済研究所

旧蔵文献 目録』の刊行を終えて

繊維品 は、食糧 品に次 ぐ生活の必需品でありま

すか ら、われわれ は片時 もそれを離 れて生活す

ることはで きないのであ ります。

一関桂三述 『繊維工業論』昭和27年 一

商経学部 教授 中 村 進

東洋紡績株式会社(以 下、東洋紡 と略)経

済研究所の蔵書の一部分が近畿大学商経学部

に寄贈 された顛末 はすでに本学商経学部の作

道洋太郎教授によって本誌において紹介 され

た(作 道洋太郎 「東洋紡経済研究所旧蔵文献に

っいて」r香散見草』10号 、近畿大学中央図書

館、1988年)。 この度、 この蔵書 の文献 目録

が未定稿なが ら完成 した機会に、再び、 この

誌面をお借 りして、東洋紡経済研究所の旧蔵

書の整理の経過を報告 しておきたいと思 う。

本拙稿ではまず、 この蔵書の贈 り主である東

洋紡経済研究所の設立の事情 とその機能にっ

いて簡単に述べ、その後、今般 のr東 洋紡績

経済研究所 旧蔵文献 目録』の刊行の経緯 と甚

だ主観的ではあるが、その過程で感 じられた

この蔵書の特質を記 してみたい。

1.東 洋紡績株式会社 と経済研究所

1914年6月 、渋沢栄一の斡旋により当時の

二大紡績会社であった大阪紡績株式会社(18

82年設立)と 三重紡績会社(1880年 設立)が

合併 し、新たに東洋紡績株式会社が創立 され

た。さらに東洋紡は1931年3月 に紡績業界の

一大勢力であった大阪合同紡績株式会社(19

00年設立)を 合併 し、東洋第一の紡績会社の

みならず名実ともに世界最大の紡績会社 とし

て綿業界に君臨す るに至 った。(東洋紡設立の

21



事情に関しては 『創立二十年記念東洋紡績株式

会社要覧』東洋紡績株式会社、昭和9年 、1-11

ページ、16-17ペ ージ及び 「東洋紡績七十年

史」編修委員会r東 洋紡績七十年史』[以後、r七

十年史』と略して引用]東 洋紡績株式会社、昭

和28年、139-152ペ ージを参照。)

この東洋紡に経済研究所が創設されたのは

1942年 であった。すでに設立 されていた繊維

科学研究所は繊維工業の技術分野の研究を

担っていたのに対 し、経済研究所は内外の経

済諸問題の基本的かっ綜合的調査研究を目的

として設置された。この研究所は創立当初、

繊維産業のみならず、重化学工業その他の重

要な産業の内外の経済事情 と経済政策の動向

などあらゆる方面の経済調査研究を行 ってい

て、所長が重役待遇として迎え入れ られ役員

会に列 し、直接経営に参画 していたことか ら

も、東洋紡がいかにこの研究所の活動を重要

視 し、またその成果におおきな期待を寄せて

いたかが想像できる。

第二次世界大戦後は職制の改革により、経

済研究所は社長の諮問機関とな り、繊維 ・経

営 ・産業貿易の三部に分けられ、そこでの研

究 も繊維産業を中心とする内外経済の基本的

研究に集中することになった。このように、

東洋紡経済研究所 はわが国唯一の繊維会社の

専門的な経済研究機関として、学界、官庁、

業界などの調査研究と常に緊密な連繋を保 ち

なが ら、3万 冊超える特異な蔵書(1952年 現

在)を 背景にして、現実に即 した調査研究に

とくに力を注いできたのである。そしてその

研究諸成果は毎月発行されていたr経 済研究

所月報』に発表 され、言 うまで もなく各方面

か ら多 くの注 目を集めた。主にこの月報 は国

内の繊維産業の現状や主張に加えて、海外の

繊維経済事情を解説、紹介 していたので、会

社内だけではなく、国内、国外の関係方面 に

広 く配布 された。その上、経済研究所は、例

えば英国綿業委員会が1954年 にバクス トンで

開催 した国際会議のために日本代表団の携行

する諸資料を作成 した風に、必要なときに経

済研究所報、調査資料、調査 といった形で特
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殊研究や緊急調査の結果が公表された。バ ク

ス トンのための資料はrイ エローブック』 と

称され、内外か ら高い評判を勝ち取 り、経済

研究所の研究調査の水準の質の高 さを世に問

うことになった。(『七十年史』501-503ペ ー

ジ。東洋紡績株式会社社史編集室編r百 年史

東洋紡 《上》』[以後、r百年史』と略して引用]東

洋紡績株式会社、昭和61年、402-403、533ペ ー

ジ。同書、《下》、178ページ。)

1983年 になると、経済研究所は東洋紡の機

構改革に したがって経営企画室の中に編成替

えされ、研究所が所蔵 していた膨大な文献資

料は何箇所かに分散 された。その一部分が東

洋紡の特別のご好意によって阪南大学(約5,

600冊)と 近畿大学商経学部に寄贈され(作

道、前掲稿、7ペ ージ)、商経学部に贈 られた

文献は繊維産業関係を中心とす る図書雑誌、

約3,500点 であった。

2.r東 洋紡績経済研究所旧蔵文献目録』の刊

行経過

中央図書館 日記抄のなかに、1988年 「6月

22日東洋紡績中央研究所より貴重図書 ・資料

寄贈を受 く」(r香散見草』10号、1988年、29ペー

ジ)と いう短い記録が見いだせ る。この幸運

な出来事が商経学部において新 しい研究活動

の契機を作り出した。明 くる年、作道洋太郎

教授を中心 に 「関西経済の発達 と企業経営の

展開過程に関する研究」という課題で特別プ

ロジェク ト・ティームが組織 され、近畿大学

か ら研究助成金の交付を5年 間受けることに

な り、その仕事の一部に関西経済の調査 ・研

究を進めていくなかで、絶えず利用するであ

ろうこの度寄贈を受けた東洋紡経済研究所の

旧蔵図書の整理およびその内容の解明が含ま

れ、最終的には文献 目録の刊行が企図されて

いたためである。

この目録 の製作は平成元年の夏季休暇か

ら、まず東洋紡か ら寄贈 された100個 あまり

段ボール箱 にはいった約3,500点 の文献を開

けて、それらを東洋紡経済研究所の蔵書目録

と照合 し、本学部への寄贈分の書 目を点検



し、近畿大学21号 館8階 共同研究室に設置さ

れた合計26の 書架(90cm幅 、5段)に 並べ

るという作業で もって始められた。次に東洋

紡経済研究所の蔵書 目録を もとに して、著書

や雑誌、1冊1冊 にたいして著者、書名、出

版社、出版年を記述 したカー ドを作成 した。

当然のことであるが、このカー ドは3,500枚

以上に達 した。さらにカー ドに一連の架蔵番

号が振 られた後に、私 どもが関西経済研究を

遂行 していくうえで、便宜的に設けられ10の

部門にしたが って、 これ らのカー ドが分類さ

れた。この便宜上設定された部門は1.事 典

(約50冊)、H.年 鑑 ・統計 ・総覧(約260

冊)、 皿.日 本の繊維産業(約560冊)、IV.

外国の繊維産業(約790冊)、V.産 業一般

(約120冊)、VI.伝 記 ・人名録(約30冊)、

VH.社 史 ・団体史(約50冊)、 ～皿.逐 次刊行

物(約760冊)、D(,業 界新聞(約130冊)、

X,調 査報告書 ・その他(約520冊)か ら構

成されていた(括 弧内の概数は各部門の所蔵

冊数合計を表 しているが、10部 門の合計が3,

500冊 にな らないのは大学紀要などの定期刊

行物 をr目 録』に掲 載 しなか ったたあであ

る)。 こうして出来上が ったカー ドは50音 順

(和書)、 アルファベ ッ ト順(洋 書)に 並べ

換え られ、出版社に持ち込まれたのである。

最後に、架蔵 された各文献には架蔵番号と分

類が記載されたラベルが貼 られた。

結局、 これらの作業の開始か ら目録完成ま

でおよそ2年 半の年月が過 ぎ去 ったことにな

り、改めて文献目録の作成には予想以 ヒに時

間と人手が必要 であ るという事実を確認 し

た。この単調で根気のいる仕事に近畿大学大

学院商学研究科に在籍中の三島英生氏 と商経

学部の衣本ゼ ミ、武知ゼ ミ、中村ゼ ミの学生

諸君の一部が協力 して くれた。

これが東洋紡経済研究所の蔵書の整理 とそ

の文献 目録作成のいきさっであ り、すでに書

架に収まった3,500冊 余りの図書 に仮称では

あるが、"旧 東洋紡文庫"と 名付 けることに

した。 完成 したB5判 、 本文134ペ ー ジの

『東洋紡績経済研究所旧蔵文献目録』を概観
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して、今更なが ら、東洋紡経済研究所に所蔵

された研究書、書籍、雑誌、年鑑、新聞など

の文献が、時代的にも地域的にも極めて広範

に渡って丹念に収集されていた点に気付き、

驚嘆 している。これ らの蔵書 は時代的に1730

年代か ら1960年代に至る期間に刊行 されたも

のから成り、その研究の対象が地域的にわが

国や米、英国をは じめ、アジア、アフ リカ、

ラテン ・アメリカの国 ぐにまで、ほとんど世

界的に広が っているためであ る。だか らこ

そ、今、ここに整理 された"旧 東洋紡文庫"

の蔵書から、繊維産業の研究にこれか ら取 り

掛かろうとする人は不可欠で基本的な文献を

容易に見いだすであろう し、 この領域の一

層、深い研究をめざす者は思わぬ貴重な資料

を探 り当てることが可能であろう。

3."旧 東洋紡文庫"の 蔵書

蔵書を整理し、その目録を完成 させてい く

仕事 は本の置いてある場所 を確かめた り、

カー ドに記載されてある著者や題名や発行年

に間違いがないかどうかを調べるために、現

物 と付き合わせたりするような作業の繰 り返

しで、それは、常に本と向かい合 っているこ

とを意味 していた。そしてそのようなかなり

の時間に及ぶ"旧 東洋紡文庫"の 書物や雑誌

への正対をとおして、この文庫の特質の幾っ

かが次第に明 らかになって きたように思 え

た。ともあれこの作業を行 ってい くなかで、

イギ リス経済史に関心を もっ筆者の 目に止

まった諸文献に関して、 もう少 し、書 き綴っ

ていこう。

q)関 桂三r日 本綿業論』について
"旧東洋紡文庫"の 蔵書 を語 る場合

、 ま

ず、関桂三氏の昭和29年 の著作、r日本綿業

論』(D-235)に っいて触れなければな らな

い。 この労作を最初に採 りあげる理由は著者

である関氏が東洋紡の副社長時代にこの彩 し

い数の繊維産業に関係する文献のコレクショ

ンを成 し遂げた経済研究所の創設に積極的に

関与 し、この研究所 こそは関氏の 「学術尊重

の表現」(本位田祥男 「関さんを憶 う」r関桂三氏
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1954年 に東 京 大 学 出版 会 か ら刊 行 され

た関桂 三 著r日 本 綿 業論 』。 関 氏の 四 男、

関 暢 四 氏 は い み じ く もこの 著 作 を 「私 達
へ の最 大 の遺 産 」で あ った と記 して い る。

追懐録』[以後、r追懐録』と略して引用する][A
-349] 、関桂三氏追懐録刊行会、昭和40年、303

ページ。また、高田氏は関氏を 「東洋紡績経済

研究所の当初の育成者であり、………日本の綿

業に関する代表的研究者である」[高田保馬 「追

憶の記」r追懐録』212ページ]と 述べている)に

ほかならなかったためであり、またその著書

の序において作者 自身が東洋紡経済研究所の

所長や所員の本書作成のための協力に心か ら

の謝意 を表 していること(関 桂三 「日本綿業

論』東京大学出版会、1954年 、4ペ ージ)や 巻

末に付けられた11ペ ージにもなる参考文献の

書 目が研究所の蔵書 とかな り重なり合ってい

る事情か ら、r日本綿業論』が完成するまでに

東洋紡経済研究所に集まった文献資料が度々

利用 された と推 し量 られ るためであ る(同

書、4ペ ージ。脇村義太郎 「関桂三先生と東京
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大学」r追懐録』387ペ ージ。この脇村氏の論稿は

後にr脇 村義太郎著作集』第4巻 、日本経営経

済所、昭和51年 に再録された)。 おそ らく私 ど

もが整理を終えた"旧 東洋紡文庫"の 諸文献

が この名著が生誕に大きく寄与 していたと断

定 しても間違いないであろう。ところで"旧

東洋紡文庫"に はr日 本綿業論』と今回の目

録の表紙のデザインにも使わせていただいた

その草稿(5冊 に製本)[C-195～199]や 学

生 のための謄写版刷 りの講義録、『繊維工業

論』[A-287]が 所蔵されている。

この書物の著者である関桂三氏は明治41年

7月 に東京帝国大学を卒業 し、将来の自らの

進路を紡績業界に定めた。当時、 この大学の

実業界か らの求人は銀行や保険会社に限 られ

ていて、紡績会社の就職を選ぶ卒業生は前例

がな く、氏がその最初の人であったようだ。

後年、関氏はこの進路選択の理由について、

「自分 は直接生産の事業、それ もなるべ く国

民生活の必需品を作 り、永久性のある産業を

と思いこの道を選んだ。 しか し、後に輸出が

どんどん増えて、わが国平和産業の根幹にま

でなろうなどとは、考えてもいなかった」と

述懐 していた。このような動機で同年、8月

に大阪紡績株式会社(東 洋紡の前身)に 入社

した氏 はその後、昭和14年 に東洋紡の副社

長、昭和25年 には同会社の会長に就任 した。

(「略伝」r追懐録』4-5ペ ージ。脇村、同論

稿、381ペ ージ。)氏 の年譜 を見 ると、 この会

社への献身は言 うに及ばず、実業界での活躍

も極めて多彩であったことがす ぐさま了解で

きるが、その活動は終始繊維事業に挺身、そ

の発展に貢献 した点(r追 懐録』447ペ ージ。

年譜は同書、461-473ペ ージ)に 集約されてい

た。実際、関氏自身 も 「私 は、明治41年 に東

京大学を卒業 して、直ちに繊維業界に身を託

し、爾来45年 の間、 この一筋 に繋が って今 日

に到った」(関桂三、前掲書、1ペ ージ)と 書き

残 している。氏は大正、昭和の 日本の繊維産

業の発展の推移をいっ もその中心の位置か ら

凝視 してきて、そ うした氏の貴重な経験の所

産がま さに東京大学経済学部での講義であ



り、著作であったと言える。

関桂三氏が母校の経済学部に講師 として戦

後、招かれた事情はこうであった。当時、東

京大学では戦後の新 しい時代に応 じて、講義

科目が編成され直 し、「産業論」とい う科 目が

新設された。この講義 は主に業界人によって

担当されることになっていて、実際の運用に

当たっては講義が二っに分けられ、二人の担

当者に依頼することになった。そこで一っは

重工業の鉄鋼業か ら、他の一っは軽工業の紡

績業か ら適任者を呼ぶ ことが教授会で決め ら

れた。交渉の結果、関氏が紡績業の担当の非

常勤講師に就任 した。(脇村、前掲論稿、383-

386ページ。)氏 は 「財界人の講義に期待する

ところは決 して学究的な経済理論ではな く、

長い経験を通 じて体得 した活きた知識ある」

(関、前掲書、1ペ ージ)と い う大学側の熱心

な説得に応 じたわけである。そ して じじつ、

「長い業界生活の間に身を もって経験体得 し

た ところを中軸 として」(同書、3ペ ージ)、講

義案は練 られた。氏の講義は繊維工業論と題

され、昭和27年11月5日 に開始 され、翌年 も

引き続 き行われ、その年は日本綿業論が講義

の内容 にな った(脇 村、前掲論稿、386-388

ページ)。

この時の 「講義 の速記 を整理 した もの」

(関、前掲書、1ペ ージ)が 昭和29年3月 に

r日本綿業論』として東京大学出版局から上

梓 された。定価 は780円 で、3,000部 刷 られた

初版 は即刻、売 り切れ、同年8月 に再版、1,

000部 が販売されたが、これ とて も間 もな く

品切れにな った(脇 村、前掲論稿、389-390

ページ)。翌年、関氏は この 「日本綿業論』

により東京大学経済学部から経済学博士の学

位が授与された。その理由は本書が多年紡績

業界にあった著者が、日本紡績業を分析 し、

見解を述べ、学界、業界で種々論議されてき

た批判に答えたところにあった。加えて本書

は、多年の経験をそのまま論 じたのではな

く、学問的に昇華 され、洗練された文章でそ

れを表現 していたために、その価値を一層高

めるに至 った。(同論稿、391-392ペ ージ。)同
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時に本書において著者は 「多年たつさわって

来た繊維業界に対する責務」(関、前掲書、2
-3ペ ージ)を 果たしたのであった。

10講 か らな る本書の構成を大雑把 に記す

と、まず序章で経済生活における繊維工業の

重要性と世界綿業の沿革が言及され、続いて

第2講 および第3講 は日本の綿織物業の発展

とその急速な成長の基本的な諸要因の探索に

当てられ、第4講 か ら第8講 において日本の

綿業の現状 とその経済的経営的特質が優れた

企業家であ り研究者で もあった著者の目をと

おして詳述され、第9講 と第10講 で世界のな

かで 日本の綿業がおかれている状況とこの工

The

Cottonlndustryof∫apa且

勧γ

Kdzo饒k五,DS`㎞ 、

r勉`㎜.Mザ ρ一r騨 璽μhρr馬'4

丹幽 π願昂r㎞ 鹸揃 耐伽

難 、
甑鮎

埆。RT麗福譲翻 罵 ㎝、村,霊

纏

1956年 に出版 され たr日 本 綿業

論』 の英 語版 の題 扉

業 の 将 来 の 見 通 しに 関 して 著 者 自身 の 見 解 が

披 渥 され て い る 。

さ らに また 、1956年 にr日 本 綿 業 論 』 の 英

語 版 がTん εOo伽 π1πぬsケ ッ(らヂ」αPαη(C

-195)と い う表 題 で 学 術 新 興 会 か ら刊 行 さ

れ 、 英 語 圏 の 国 ぐ に で 新 た に 読 者 を 獲 得 し

た 。 この英 語 版 に対 して も内外 で 種 々 の 反 響

が 起 こ り、 当 時 、 多 くの 新 聞 や雑 誌 に書 評 が

あ らわ れ た(脇 村 、前掲 論稿 、392ペ ー ジ)。19

58年 に有 名 な 経 済 学 専 門 誌 で あ る シ カ ゴ 大 学

の7んeJo召rπ αZ(ゾPoZ`ε`CαZEcOπ0ηTyの



書評欄にもこの本が採 り上げられたので、こ

こではそのJ、B.コ ーエ ンCohen氏 による

書評を簡単に紹介することにする。

日本 は西欧の国 ぐにに比べ、半世紀から1

世紀ほど綿織物工業の領域で遅れて出発 した

が、50年 もかか らないで、これ ら国ぐにを捕

まえ、凌駕 し、今日、世界で最 も効率的で最

も低費用の綿織物の製造国にの し上がって し

まった。コーエ ン氏はこの発展が20世 紀の際

立 った経済的驚異の一っであるとして捉え

て、日本がいかにしてこれを成就 し、また、

この達成のための諸要因は何であったかを考

える場合、これ らの問題 に対 して関氏の著作

は答えようとしていると指摘する。

まず、コーエ ン氏 は関氏の既述 したような

経歴を紹介 し、氏がこのような日本の綿織物

工業の短期間の飛躍を論 じるために、適任で

あると認める。また、この書物が織物工業の

基本的な知識をほとんど持ち合わせていない

学生に向けて行われた一連の講義を もとに し

て出来上がった点 も指 し示す。10章 か ら組み

立てられた この書物の最後の2章 に、つまり

日本の世界における綿織物工業の位置 とこの

工業の将来にっいて著者自身の見解にことさ

ら評者の関心 と批判があったようだ。コーエ

ン氏は世界の織物の生産量 は着実に成長 して

いるに もかかわらず、綿織物の世界貿易は縮

小 してきている事実にたいして、関氏の見解

は楽観的であると主張す る。もとより綿織物

工業 は常 に発展途上国において成長 し、ま

た、工業化のために寄与する最初の工業であ

り、関税による保護 も必要とされる。外国の

輸入品との競争 はそれをとお して減少する。

イン ドと日本がこの例を示 している。1935年

にイ ンドに対する日本の輸出の80パ ーセ ント

が織物か ら成 り立 っていたが、1955年 になる

と、それの70パ ーセン トが金属や金属生産物

であった。 したが って、コーエ ン氏は日本は

綿織物の世界の主導的な輸出国であるけれど

も、世界市場における日本の綿織物の将来に

関する関氏の楽観主義を共有す るの はかな

り困難で ある と結論 した。(銑 θゐμrπα阪ゾ
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po```6cαZEcoπoηη,Vol.LXVI[1958],pp.

182-183。)こ の書評の発表か らすで に30年

余 り過 ぎているので、関氏の見解への検証を

繊維工業の研究者は今一度試みてみる必要が

ありそうだ。

こうした関氏の紡績業界での功績とその尊

い経験をとおした学界における業績は氏が自

分 自身だけでなく、綿業界、繊維業界の誇り

と受け止めた昭和30年4月 の天皇 ・皇后両陛

下へのご進講の名誉に結実 していったのであ

る(脇 村、前掲論稿、393ページ。r百年史 《上》』

551ページ。「略伝」19ページ)。かってイギ リス

の経済史家、アシュ トンはイギ リス産業革命

期の企業者のひとっの典型 として、ジェイム

ズ ・ウォットやジョウサイア ・ウェッジウッ

ドのような工場 と実験室を頻繁に往 き来 し、

王立協会の会員名簿にも名を連ねていたよう

な人物 を描 き出 していたが(T.S.ア シュ ト

ン、中川敬一郎訳r産 業革命』岩波書店、昭和4

8年、26ペ ージ)、この実験室を東京大学経済

学部の教室や東洋紡経済研究所に、王立協会

の一員を天皇 ・皇后両陛下へのご進行の栄誉

に置き換えれば、「何事にも誠実で控え目であ

り、研究心が強 く博識で、心豊かな人」(関公

一 「父を憶 う」r追懐録』394ペ ージ)で あった

関桂三氏とアシュトンの想定 した企業者像が

重なり合い、私どもはおぼろげなが ら企業家

としての関桂三氏の姿を掴むことが出来 るの

である。

②経済史、経営史から見た"旧 東洋紡文庫"

イギ リス経済史の研究者にとって も"旧 東

洋紡文庫"の 蔵書から受ける恩恵は計り知れな

いものがある。周知のごとく、経済史学は、イ

ギ リスにおいてその最初の講座が1910年 にマ

ンチェスタ大学で設置されたこと(ア メリカ

では19世 紀末にハーヴァー ド大学)か らも瞭

然 としているように(J.Cannonetal・eds・,

TんεβZαCんωεZiD`Cご`0ηαrッqズH`S己o磁 π8,

1988,p.118.)、 非常 に新 しい学 問分 野 で

あった。 したがって、今 日、イギ リス経済史

の諸領域で古典と評価され、必読書 となって

いる諸労作が19世 紀末から20世紀前半の うち



に 精 力 的 に 世 に 送 り 出 さ れ た 。"旧 東 洋 紡 文

庫"に は イ ギ リ ス の 繊 維 産 業 史 研 究 に 際 して

決 して 見 落 と す こ と の 出 来 な い こ う した 諸 文

献 が 収 集 さ れ て い る 。 例 え ば 綿 工 業 に 関 して

は 、A.P.WadsworthandJ.L.Mann,

Tん θ σ0ε`0π7rα(Zθ α几(」1π(泡SεrlαZLα πC一

αsんか ε1600-1780,1931(C-447),S.J.

Chapman,7ゐ εLα πcα8ん`rθ σo伽 π

1几ぬ8ε7ッ,1904(D-482),L.S.Woodand

A.C.Wild,勤 εRom伽ceq〆 σo伽 π

1πd拐sεrッ`ηEηgZα π(!,1927(C-454),

J.J.Bagley,AHε8診o耽y(ゾLα πcαsん か θ

ω``ん1レf(切8α π(JPεcε 砿res,1956(C-576)

や ま た 、 毛 織 物 工 業 に っ い て は 、J.Bischoff,

ACo肌preん 飢8Zuε 研sεo耽yqμ んεWooZeπ

απd珂Zor8彦 αジ1レfαη乙げとzcめμres,1842[rep.

1968](D-687),E.Lipson,TILθ1五8彦o契y

qμ んεWooZθ π α几dWors`θdlη 伽8εr`θ8,

1921(D-664),B.Thomas,yorた8ん`rθ,

1)α就 αη,(∫Prθ8eη オ,4Vols.,N.D.(D-

620～623),W.J.Ashley,TんeEαrZッ

Hεs施ryq〆`ん ε 翫8zε8んuγooZeη1π 伽sε η,

1887(D-232),J.James,1五s孟orッq〆

君んεWor8ε εdMα πゆ 伽re`π 翫gZα 几d,18

57(D-624),J.Clapham,Tん θWooZθ η

αη(!Wor8オθdほη(1ωs古r`e8,1907(D-696)

などのような今や繊維産業史 と言 うよりはイ

ギリス経済史の名著と誉れ高い諸作品が架蔵

されていることは喜ば しいし、この文庫の誇

りで もある。無論、 これ らの研究書 は今 と

なっては経済史の基本図書 としてたいていの

大学図書館で館蔵されているに違いない。こ

こで注 目すべきはこれ らの書物を、今 日の状

態とは異なって、希望する欧米の諸文献が全

く自由に入手出来なかった混乱の昭和20、30

年代に、東洋紡経済研究所が積極的に購入 し

ていたという事実である。この時期、西洋経

済史では戦後 日本が直面 した近代化という切

実な課題を反映 して、封建制か ら資本制へど

のように移行 したか という問題が経済史学会

全体の大きな論争であって、その論戦の過程

で頻繁に引き出された毛織物工業や綿工業の

学術書が この研究所に抜かりなく揃え られて

いたわけである。おそらく多 くの西洋経済史

研究者が欧米の資料の不足を痛感 し、これ ら

の不可欠な述作を求めて、各地の大学図書館

に文献照会をしていたのであろうことを想い

起 こすと、当時の東洋紡経済研究所の図書収

集能力の卓越性 とその確かな経済的裏付けに

はただ敬意を表するだけである。
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さ らに この研 究 所 の文 献 収 集 の 熱 意 は イ ギ

リス の 希 襯 書 に ま で 及 ん で い た 。 多 分 、 研 究

所 に 集 め られ た 最 も古 い 書 物 は1739年 に上 木

さ れ た イ ギ リス の 羊 毛 と羊 毛 工 業 に 関 す るJ.

マ ンMunnのOb8erひ αε`oπ80ηBr漉sん

WOOLα πd`ん θMα 几ゆ 伽r`π9σZε`π

ε配sK刀VG.DOル ∫.W琵 んREハ4ARκSoη`んe

WOOL,α ηdWooZε η ル1αη顔 αc`or`θ8q〆

Frα ηce,17Zα 几dersα 几(!HoZZα π(1,&c.2nd

ed.(D-572)と い う小 冊 子 で あ ろ う。 今 で

こ そ こ の小 冊 子 は近 畿 大 学 総 合 図 書 館 で も現

在 定 期 的 に 購 入 中 のGo粥8m∫ 漉s'-Kre8s

Lめrα 型q/EcOηomごcL``erα 伽re(マ イ ク

ロ フ ィ ル ム)の な か に 発 見 で き(力 タ ロ グ整

理 番 号7648、 リー ル番 号488)、 複 写 で は あ る

が 簡 単 に現 物 に接 し られ 得 る け れ ど、 お よ そ

35年 前 に極 東 の 一 地 域 で この オ リ ジナ ル 版 が

所有 されていたことに感嘆す る。どのような

必要か らこの希襯書が購入されたかは知 る由

もないが、む しろ大切なのは昭和32年 に6,00

0円 で東京の古書店か ら買 い受け られ、 しか

もこの時代のこの金額が当時の上級国家公務

員の初任給の3分 の2位 の価値 にあたってい

たという点(週 刊朝日編r値 段史年表 明治 ・

大正 ・昭和J朝 日新聞社、1988年 、67ペ ー

ジ、51ペ ージなどを参照)で あ る。外 国の繊

維工業史がその研究や調査の主流を占めてい

たとは到底考えられない東洋紡経済研究所が

僅か62ペ ージばかりの粗末な印刷物にこのよ

うな大金を投入 した事態にこの研究所の研究

に対する真摯な姿勢 と情熱 を強 く感 じ取 る

のである。
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r東 洋紡 績経 済研 究所 旧蔵 文献 目録 』 の本 文 の一部 。r大阪繊 研速 報 』、r繊研 新 聞』、rセンイ ジャアナ ル』

な どの 貴重 な業界 新 聞や雑 誌 のバ ックナ ンバ ーが 見 いだせ る。
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経済研究所においてその時々の繊維産業の

動向を感知するために絶えず利用 されたと思

われ、現在でも、業界の過ぎ去 った事情を生

き生きと伝え得る資料は雑誌や新聞の集積で

ある。今回の文献目録のかな りの部分がそれ

らの資料類で埋め られたこと自体、戦前、戦

後の繊維産業史及び経済史を扱 う研究者 に

とって、真に幸運であった。とりわけ製本さ

れた何種類かの繊維業界紙を、例えばかなり

良好な状態で保存されている、昭和30年 代初

期か ら40年代中頃までの時期のr大 阪繊研速

報』(A-1～34)や 『日本繊維新聞』(G-21

1～290)、 あるいはrセ ンイジャアナル』(G

-314～342)な どの新聞類に目をやって、そ

れら記事を注意深 く追うだけでも、一面的で

はあるが、繊維業界をとお して戦後の関西経

済史および経営史を掘 り起こせ ると確信で き

たとき、今後の関西経済研究会の活動におい

て これらの新聞 ・雑誌資料の果たす役割の重

大さが判然とな った。

おわ りに

今、 こうして書架に収め られた繊維工業を

中心に蒐集 された"旧 東洋紡文庫"の 図書を
一種の感慨 とともに眺めていると、私どもは

これ らの大量の文献資料をどのように経済学

的に意義づけているのかというかなり根本的

な課題が残されているのに気付いた。 しか し

それは経済学 とは何んであるかという問題と

日々の生活 における"衣"と の関連 を探れ

ば、おのず と明白にされ るであろう。もとよ

り経済学は何かとい う問いかけに経済学者は

過去において幾つ もの解答を用意 してきた。

その長大なリス トのなかには経済学は通常の

人びとの生活実践の研究 という定義が見当た

り(サ ムエルソン、都留重人訳r経 済学 上』

岩波書店、1981年 、4ペ ージ)、その研究対象

が人びとの財とサーヴィスの生産と消費の活

動を基礎 とした日常生活の現象に根ざしてい

ることが理解される。そ してこの活動はもっ

と突 き詰めていけば、大部分、人びとの衣 ・

食 ・住にまっわる生産と消費の行動の上に築
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かれている点 も明瞭になって くる。関氏の東

洋紡の入社動機 にも看取れたように、何を食

べ、どのようなものを着て、いかなるところ

に住むかという問題は依然 として経済生活の

基本的な事象なのである。だか らそれらは、

たとえ時代が推移 しようとも、経済学研究の

不可欠な研究対象であり続けるであろう。こ

のよ うに して人間の基本的欲求の一っで あ

り、それゆえに生活の必需品になった"繊 維

品"(関桂三、前掲書、1ペ ージ)に 関連す るか

なり纏 った文献を商経学部の手に置き、経済

学の様々な角度か らそれに関 して自由に研究

ができるようになった意義は限りな く大 きい

と言わねばならない。

19世紀の中頃、カーライルは当時の大学の

状況に批判を込めて、「今 日の真の大学は収集

された書籍である」(カーライル、老田三郎訳

r英雄崇拝論』岩波書店、1949年、234ページ)

と述べ、印刷された書物の中に本来の大学の

姿を求めた。大学に集まった膨大な書物1冊

1冊 が大学であると考える限り、今回の東洋

紡か ら近畿大学商経学部への3,500冊 余 りの

掛け替えのない貴重な文献の贈り物は優れた

研究の場としてのこの大学により一層の輝き

を与える結果になった。一般に大学図書館の

蔵書の質と量がその大学の精神的物質的成熟

度を率直に表徴 しているという認識は今 も変

わっていないか らである。

(西洋経済史専攻)


